
利用時間が適度な子の方
が県平均を超えている割合
が多い

平日に１時間～２時間使用する生徒の中で、
国語の正答率が埼玉県平均を越えている生
徒の割合が「４９％」であることを表している。

★中学校で出た主な意見★
〇責任をもって機器と情報を取り扱う
〇自制心を強く持って安全に取り扱う
〇相手のことや先のことをよく考えて行動する
〇スクリーンタイムなどの機能を使う
〇家庭内でルールを決めてしっかり守る
〇フィルタリングをする
〇使用方法、使用時間を自己管理する
〇写真等の位置情報はOFFにする

小学校 学級で出た意見を児童会や生徒会が集約
し、学校全体で取り組むことを決めました。

↓ 取組の一例です。↓

【平日の携帯電話、スマートホン等の使用時間別】
正答率が埼玉県の平均を超えている生徒の割合

[深谷市中学校２年生] 令和２年度埼玉県学力・学習状況調査

①利用目的を決め、有害情報などの危険性について話し合う。

家庭で使用のルール（規則やきまり、約束）を決め、マナー（態度や礼儀、周りへの気配り）について

話し合う。 ※ルールやマナーが守られない時の対応（取り上げる等）についても話し合う。

②フィルタリングサービス*を利用し、有害情報にはアクセスさせない。*閲覧が可能なウェブサイトと不可能なものを選別する機能

③ペアレンタルコントロール*を利用し、使用時間等を管理する。 *使用時間やアプリの制限など親が管理するための機能

思いやる力 認め合う力基礎的な力 思考・判断・表現する力

協調・協働する力 コミュニケーション力

自らを高める力

中学校教育課程で （社会、技術・家庭科等）

心の教育で （道徳、特別活動等）

情報モラル教育の充実

小学校では、学級会で真剣に考
え、意見を出し合う中で、相手
のことを思いやることや、ネッ
トの安全な使用について、改め

て確認することができました。

中学校では、学級会で話し合う中で、

自らトラブルを回避する力や

自制心の大切さに改めて気付
くことができました。

★小学校で出た主な意見★
〇メッセージを相手の迷惑になる時間に送らない
〇送信する前に一度相手の立場に立って考える
〇「これをしたら、どうなるだろう」という想像力を働かせる
〇個人情報は絶対に書き込まない
〇家庭内でルール（マイルール）を決めて守る
〇友達であっても勝手に写真をアップしない
〇自分の部屋に持ち込まない
〇困ったときは、大人に相談する
〇フィルタリングをする

ネットトラブル防止に必要なのは、

自制心＝自分で感情や欲望を上手く抑え、
スマホ等の利用をコントロールする力

渋沢spirit in ふかやGIGAスクール ～深谷市で育みたい「７つの力」～

深谷市教育委員会
ホームページ

「ネットトラブル防止」

～グレゴリー君の１８の約束より～ 詳細はこちら↓

学校外での平日の情報機器の利用状況 （OECD/PISA 2018年 ICT活用調査より）

○日本では、情報機器を
学習以外で活用している
子供が多い。

○情報機器を学習のツール
として上手に活用していく
ことが求められている。


